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《神経心理学コレクション》ピック病
二人のアウグスト

兼本浩祐

臨床に対するくめども尽きぬ愛着があふれる

対談

眼前に酒とさかなが目に浮かぶような何とも

楽しそうな対談集である。臨床に対するくめど

も尽きない愛着がなければこのような対談とは

なるまい。

二人のアウグストというのは随分としゃれた

題名だと思う。ピック病とアルツハイマー病と

いうわれわれが精神科で出会う 2 大認知症の

第一報告例が，いずれもアウグステとアウグス

トという同じ名前を持つ男女のペアであるなど

というのは何という歴史の偶然であろうか。

ピック病を知り尽くした田邉先生と医学史的

な陰影をそこに添える松下先生の掛け合いが，

本書に深い余韻を生んでいる。ピック病という

1つの疾患をめぐる議論をお二人と共にするこ

とで，精神科医がある 1 つの臨床像を本当の

意味で学んでいくということの奥行きの深さ

を，われわれはこの対談を通して教えられる。

松下先生も触れられているように本書は半ば

田邉先生の遺稿という意味も担うことになっ

た。私が田邉先生と最初にご一緒したのは，大

橋博司先生の失語症の症例検討会でのことであ

った。気さくさと率直さ，これと信じた人(当

時は大橋先生)への一直線な姿勢が先生からは

感じられ，ともかくも自分の学問のためにはど

こへでも真っすぐに通って来られる様子がとて

も印象的であった。

田邉先生は直言の人でもあったと私は思う。

しかし時に辛辣な内容の意見を直言されている

にもかかわらず，その私心のなさと立ち居振る

舞い全体が醸し出すユーモアのために，田邉先

生に本気で怒っている人を私はあまり見かけた

ことがない。語義失語を通じてのピック病の診

断など，本書にも随所に田邉先生が自らの体験

の中から取り出された「田邉節」とでも表現す

べきであろう言い回しが見受けられる。松下先

生の絶妙の受けが，まるで田邉先生が本当にそ

こで話されているかのような雰囲気を本書に与

えている。一読してさまざまに臨床の味わいを

深める一冊であることは間違いない。

(愛知医科大学精神科学教授)
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